
⚫ 約100年の常識を覆し、高圧処理によってバルク非晶質アルミナの合成に成功しました

⚫ 得られた材料は、高硬度、高熱伝導率、高誘電率を示します

⚫ ガラスとしての応用が期待される新しいアルミナ材料です
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高圧合成が拓くバルク非晶質アルミナ

バルク非晶質アルミナ，高圧合成，高誘電率，高硬度，透明材料，次世代電子材料

特願2026-030051,特願2026-034728

⚫ ガラス形成能に乏しい酸化物の新規バルク化技術を提案しました

⚫ 高圧処理により特異な非晶質構造が形成されました

⚫ 構造制御により高い誘電特性を発現、次世代誘電材料への展開が期待されます

✓ 電気化学的に合成した高純度非晶質

アルミナに対して，室温で94,000気圧

の高圧力を印加することで，世界で初

めて非晶質アルミナの塊を作ることに

成功しました

✓ アルミナガラスの合成に成功した可能

性が高いです

✓ 優れた物性発現には，歪んだAlO5多面体と結晶様のAlO5/AlO6稜共有ユニットの形成が

密接に関与していることを明らかにしました

ナノテク・材料
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